
 

 

 

 

 

 

「磨きのまち」つばめ 

                             校長 近藤  宏 

 

2026 年、燕中学校は 80 年目に突入します。新入生 192 名を迎え、全校生徒 580 名で

のスタートとなります。 

今年度は、「みんながうれしい学校」を目指す学校の姿として掲げ、生徒、教職員、保

護者・地域の皆様にとって、「燕中学校でよかった」と思っていただけるような学校づ

くりに励んでまいります。引き続き、ご協力くださいますようお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入学式の式辞で触れましたが、燕市といえば、「ものづくりのまち」、「磨きのまち」

として全国、いえ、世界に広くその名が知られているところです。 

不思議なもので、「磨き」というのは、柔らかく、滑らかな素材では磨きません。「研

磨」の文字のとおり、「研いで」「磨く」のです。非常に硬くて微細な粒子で金属等の表

面を削り取って滑らかにしていきます。この工程は、私たちの人生そのものなのではな

いかと感じています。人は、摩擦のない、つるつるした滑らかな布で磨いても輝かない。

時に挫折や、苦労を経験することで、無駄な部分や邪念が削り取られ、人としての輝き

を増していくのではないでしょうか。失敗を恐れて、苦労せず、楽な道を選んでいては

成長しないと思います。 

燕の人々が磨き続けてきたのは、製品だけでなく、優れた技と強靭な心なのだと確信

しています。現状に満足することなく、常に新たなこと 

に挑戦し続ける現在の燕市を見ればよくわかります。失 

敗を恐れず、絶えず挑戦し続ける燕の魂を、燕中生には 

継承していってほしいです。それはきっと、燕市にとっ 

ても「うれしい」のではないかと思います。 

みんながうれしい学校 ―人と人との｢かかわり｣､｢つながり｣を大切にする― 

 令和８年度 燕中学校たより 
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希望あふれる 1日               ～入学式～ 

新入生の入学を祝うように晴れやかな日になった 4 月８日（水）に入学式が行われまし

た。新 1 年生 192 名が、新しい制服に身を包み、希望に胸を膨らませて入学しました。当日

は緊張した様子でしたが堂々と返事ができました。学校生活に早く慣れ、勉強や部活動、学

校行事で活躍してくれることを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい仲間とともに              ～新入生歓迎会～ 

  4 月９日（木）に行われた新入生歓迎会では、生徒会本部が準備したプレゼンテーション

を使った学校紹介、各専門委員長による委員会紹介が行われました。どの委員会も活動内容

や目的を分かりやすく説明したり、委員として求めるふさわしい姿を呼びかけたりしました。

その後、部活動紹介が行われました。2・3 年生は 1 年生の入学を歓迎しようと、それぞれ

が紹介を工夫していました。新入生代表のお礼では、「中学校生活の期待が膨らみました。」

と力強い言葉があり、2・3 年生の温かく歓迎する気持ちが十分に伝わっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜5 月の予定＞ 

3（日）憲法記念日 

4（月）みどりの日 

5（火）こどもの日 

6（水）振替休日 

7（木）学校預り金口座振替日 

7（木）～18（月）教育相談 

8（金）内科検診（３年生） 

11（月）内科検診（２年生） 

 

12（火）内科検診（1 年生） 

18（月）生徒総会 

19（火）歯科検診 

20（水）生活いじめアンケート（29 日まで） 

27（水）～29（金）尿検査（一次） 

27（水）第 1 回テスト（1 日目） 

28（木）第 1 回テスト（2 日目）、避難訓練 

 


